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想
い
で
の
ま
ま

元
支
部
長

川
岸
　
富
男

（昭
三
十
一年
、文
、国
文
卒
）

群
馬
支
部
が
結
成
さ
れ
八
十

周
年
を
迎
え
、
原
虎
二
郎
初
代
支

部
長
を
は
じ
め
、
歴
代
役
員
の
ご

苦
労
に
感
謝
の
真
を
捧
げ
ま
す
。

二
代
目
山
口
彦
四
郎
支
部
長

よ
り
橋
爪
良
全
先
生
（白
衣
観
音

大
僧
正
、
元
県
教
育
委
員
長
）
に

引
き
継
が
れ
た
の
が
、
昭
和
四
十

二
年
で
し
た
。
当
時
支
部
総
会
の

出
席
者
も
少
な
く
、役
員
会
の
大

き
な
苦
悩
で
し
た
。
昭
和
五
十
一

年
私
が
代
議
員
に
選
出
さ
れ
た

全
国
会
議
は
、活
発
な
議
論
で
有

意
義
で
し
た
。
五
十
八
年
橋
爪
良

全
支
部
長
の
ご
勇
退
を
知
り
驚

く
ば
か
り
で
し
た
。
　
次
期
支
部

長
に
柿
沼
武
男
先
生
（元
館
林
女

子
高
校
長
）
が
ご
就
任
。
間
も
な

く
の
ご
逝
去
は
惜
し
ま
れ
て
な
り

ま
せ
ん
。

昭
和
六
十
年
六
代
目
支
部
長

に
佐
俣
正
男
先
生
が
ご
就
任
に
な

ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
八
年
桐
生
に
ご
住
居

の
小
林
一朗
先
生
が
短
期
期
大
学

長
に
ご
就
任
、
校
友
は
大
き
な
喜
び

で
し
た
。
　
ま
た
、
上
毛
新
聞
社
長

で
あ
る
渡
辺
幸
男
さ
ん
の
、デ
」名
声

は
校
友
の
誇
り
で
す
。
若
き
記
者

時
代
、
総
会
で
の
講
演
会
が
想
い
出

さ
れ
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
評
議
員
に
選
出

さ
せ
て
頂
き
、会
議
は
真
摯
で
建
学

精
神
と
、
母
校
愛
を
喚
起
す
る
充

実
し
た
も
の
で
し
た
。
平
成
三
年
十

一月
に
支
部
長
に
推
選
い
た
だ
き
窮

地
の
限
り
で
し
た
。
当
時
役
職
が
多

く
、
音
渋
の
決
断
で
受
託
。

ま
ず
校
友
意
識
の
覚
醒
を

図
り
、
総
会
出
席
者
、
〓
一桁

を
目
標
に
活
動
を
展
開
。

し
か
し
太
田
会
場
の
七

十
余
名
が
最
多
で
無
念
。

そ

」ゝで
目
標
を
転
換
し
、
校

友
が
一度
で
も
参
加
で
き

る
、
利
便
性
を
配
慮
し
、
総

会
を
伊
勢
崎
、
板
倉
キ
ャ
ン

パ
ス
、
渋
川
、
と
毎
年
移
動

し
ま
し
た
。
　
ま
た
、
校
友

の
親
睦
と
団
結
、
更
な
る
連

携
を
意
図
に
機
関
紙
「
校

友
群
馬
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

そ
の
編
集
は
東
　
事
務
局
長
（現
支

部
長
）
の
ご
努
力
の
賜
物
で
す
。

平
成
三
年
、
菅
沼
　
章
先
生
の

学
長
就
任
は
、
群
馬
校
友
初
の
快

挙
で
、大
き
な
誇
り
で
す
。

平
成
九
年
母
校
の
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス

開
設
（私
も
理
事
で
関
与
）
で
地
元

は
歓
喜
の
極
み
で
し
た
。

ま
た
新
学
部
の
開
設
と
、女
子
ス

ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
て
、
今
後
に
期

待
す
る
も
の
で
す
。

尚
、
支
部
は
幾
多
の
課
題
が
あ
り
、

学
祖
の
理
念
と
母
校
愛
に
燃
え
、校

友
は
団
結
し
、
頑
張
つ
て
下
さ
い
。

母
校
愛
は
永
遠
で
す
―
も

輻
0離は薦務局の原口邦昭まで)
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